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沖縄ブロック社会資本整備重点計画
H14道路懇談会提言計画期間

H15～H19 基本理念
「みんなで築く美ら島・うまんちゅの道づくり」

自立型経済の構

築と持続的発展

を支える基盤づ

安全・安心な生活

の確保と災害に強

い県土づくり

沖縄特有の豊か

な自然環境の保全・

創出

特性を活かした

安らぎと活力あ

る地域づくり

1

2

3

4

■従来の事業分野別（9分野）の5カ年計画を一つにまとめた

新たな公共事業計画（地方ブロック別に策定）

■国民が受ける便益について、成果目標（アウトカム目標）を

設定

社会資本整備重点計画とは…

■平成13年度から沖縄地方道

路懇談会を設置し、県民ニ

ーズをもとに学識者を中心

としたメンバーにより出さ

れた提言。

H14道路懇談会提言とは…

連携を強化し、交流を促進

する道づくり

都市部の交通渋滞を緩和

する道づくり

安心で安全な暮らしを実

現する道づくり

観光を支援し、環境を保全・

創造する道づくり

ゆとりある個性豊かな地

域を創出する道づくり

道路行政の転換

提案

1

提案

2

提案

3

提案

4

提案

5

提案

6

提案

7

連携・交流を支える幹
線ネットワークの形

都市部の交通渋滞の
緩和

貴重な自然環境との
調和

人に優しい安全で安
心な暮らしの創出

個性豊かな地域づく
りとの連携

県民参加と道路行政
の転換

観光への支援と沖縄
らしい景観の保全・創

　
平
成
十
五
年
度
よ
り
、
道
路
行

政
で
は
、
他
の
行
政
分
野
、
公
共

事
業
分
野
に
先
駆
け
て
、
成
果
主

義
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
沖
縄
総
合

事
務
局
と
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、

平
成
十
六
年
八
月
に
、
平
成
十
五

年
度
に
策
定
し
た
「
沖
縄
に
お
け

る
道
路
事
業
業
績
計
画
書
」
に
つ

い
て
、
そ
の
達
成
度
を
評
価
（
平

成
十
五
年
度
達
成
度
報
告
書
）
し
、

新
た
に
平
成
十
六
年
度
の
業
績
計

画
書
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
十

六
年
度
は
、
達
成
度
を
評
価
し
、

次
の
行
政
運
営
に
活
か
す
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル
が
一
巡
す

る
は
じ
め
て
の
年
度
で
す
（
図
一
）。

　
平
成
十
六
年
三
月
に
策
定
し
た
「
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
（
以

下
「
重
点
計
画
」
と
言
う
）
は
、
四
つ
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会

資
本
整
備
計
画
（
計
画
期
間
　
平
成
十
五

年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
）
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四

年
度
の
沖
縄
地
方
道
路
懇
談
会
の
七
つ
の

提
言
を
受
け
て
、
重
点
計
画
の
四
つ
の
テ

ー
マ
に
対
し
て
五
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
と
「
道

路
行
政
の
転
換
」
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す

（
図
二
）
。

道
路
行
政
の
達
成
度

報
告
書
・
業
績
計
画

書
の
策
定

�

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
と
の
関
連

自立型経済の構築と
持続的発展を支える基盤づくり

～連携を強化し、交流を促進する道づくり

日常生活の中心となる都市まで、30分以内で
安全かつ安定的に走行できる人の割合[%]

1日当たりの平均利用者数が5,000人以上の
旅客施設周辺等の主な道路のバリアフリー
化の割合[%]

無電柱化整備率※３（Ｈ16新規追加）[％]
（うち電柱が撤去され無電柱化された割合※４）

�全体計画�約83ｋｍに対する整備割合

道路渋滞による
損失時間
[百万人時間/年]

規格の高い道路を使う割合[%]

自立型経済の構築と
持続的発展を支える基盤づくり

～都市部の交通渋滞を緩和する道づくり～

安全・安心な生活の確保と
災害に強い県土づくり

～安全で安心な暮らしを実現する道づくり

特性を活かした安らぎと
活力ある地域づくり

～ゆとりある個性豊かな地域を創出する道づくり

沖縄特有の豊かな
自然環境の保全・創出

～観光を支援し、環境を保全・創造する道づくり

～道路行政の転換～

テーマ アウトカム指標[単位]
H14年度
実績値 目標値 実績値

H16年度
目標値

H19年度
目標値

H15年度

県道以上

ＥＴＣ利用率[%]

路上工事時間[時間/km・年]�

道路交通における死傷事故率[件/億台キロ]

事前通行規制実施に伴う孤立人口[人]

夜間騒音要請限度達成率[％]

利用者満足度[点]��（５点満点）

ホームページアクセス数[万アクセス/年]

ボランティア・サポート・プログラムの参加団体数[団体]

渋滞モニタリング区間※２
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毎年増加

平
成
十
五
年
度
成
果
と
平
成
十
六
年
度
目
標
値

�

平
成
十
五
年
度
は
、
五
つ
の
サ
ブ
テ
ー

マ
と
「
道
路
行
政
の
転
換
」
に
対
し
て
、

十
二
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
※
１

を
設
定
し
ま

し
た
。
平
成
十
六
年
度
は
、
十
二
の
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、
県
民

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
「
無
電
柱
化
」
に
関
す

る
指
標
を
追
加
し
て
合
計
十
三
の
ア
ウ
ト

カ
ム
指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
各
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
の
実
績
値
と
目
標
値
は
表
一

に
示
す
と
お
り
で
す
。

※１� �アウトカム指標とは、施策・事業を実施

するにあたり、発生した効果・成果（アウトカム）

を表す指標をいいます。例えば、「交通安全の推

進」という施策を構成する「中央分離帯の整備」

という事業があるとすれば、年度内に目標中央

分離帯延長を整備するというのがアウトプッ

トであり、その効果・成果として交通事故件数

が減少したということがアウトカムになります。

この場合、「交通安全の推進」という施策のアウ

トカム指標は、「交通事故の減少」となります。

※２� �渋滞損失を算定するために毎年度継続

して調査している区間（平成１５年度は、那覇

都市圏の国道を主体に約１０６ｋｍ（県道以上

の延長の約８％にあたる）を設定）

※３� �無電柱化計画において無電柱化の対象

として位置づけられている県道以上の路線の

うち、当該年度までに電線類地中化のための管

路の埋設が完了した区間延長の割合。

※４��地上に設置されていた電気・電話線等が

管路内に埋設され、電柱が撤去され、道路上の

電柱が無くなった割合。

図―2　�沖縄ブロック社会資本整備重点計画とH14道路懇談会提言

表ー1　�アウトカム指標の実績値と目標値

予算・人事のしくみへの反映

目
標
設
定
・

プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化

目標にあった成果をあげる
ための予算配分の検討

成果を意識した施策・事業の実施
地域の課題が解消したか
アウトカムで確認

県
民
意
識
を
取
り
入
れ
た

課
題
認
識
の
明
確
化

業
績
測
定
・

評
価
の
実
施

課
題
を
デ
ー
タ
で
表
現

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
取
得

と
評
価
手
法
の
確
立

行政の透明性の向上 行政の効率性の向上

国　民

図ー1　マネジメント・サイクル
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図ー5　�渋滞損失時間3Dマップ（平成15年度）

図ー3　�供用区間位置図図ー6　�ETC利用率の推移

図ー8　�1km区間当たり死傷事故率曲線（直轄国道）

平
成
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年
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取
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組
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方
針
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公
表
に
つ
い
て

主
要
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
達
成
度
と
今
後
の
取
組
み
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図ー4　規格の高い道路を使う割合（H15）

表ー2　渋滞損失時間の全国比較（H14）
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図ー7　交通事故発生件数と死者数の推移（H14）
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有
料
道
路
で
の
料
金
払
い
を
自
動
化
し
て
ノ
ン
ス
　

　
　
　
ト
ッ
プ
で
通
過
で
き
る
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム

那覇空港自動車道

ｋｍ 

ｋｍ

顧
客
（
利
用
者
）
満
足
度
調
査

バ
ス
運
転
手
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
、
交
通
安
全
父
母
の

会
等
組
織
単
位
（
一
般
的
に
六
〜
十
名
程
度
）
で
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
司
会
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
方
法

※
７

死
傷
事
故
率
（
件
�
億
台
�
）
�
H
十
〜
H
十
三
平
均

：

/

：

死
傷
事
故
件
数
（
件
）
�
H
十
〜
H
十
三
累
計

　
「
連
携
を
強
化
し
、
交
流
を
促
進
す
る
道

づ
く
り
」
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
一
つ
と
し

て
設
定
し
て
い
ま
す
。
長
距
離
移
動
の
交
通

を
、
事
故
率
が
低
く
走
行
速
度
の
高
い
自
動

車
専
用
道
路
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
短
時
間
で
の
移
動
を
可
能
と
し
、
地
域

間
の
連
携
の
強
化
が
図
ら
れ
、
幹
線
道
路
・

生
活
道
路
な
ど
本
来
の
役
割
に
見
合
っ
た
機

能
分
化
の
適
正
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合
が
増
加
す
る

と
、
幹
線
道
路
の
渋
滞
、
生
活
道
路
の
事
故
、

沿
道
環
境
（
C
O
2
）
等
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
四
月
に
、
那
覇
空
港
自
動
車

道
の
南
風
原
南
I
C
か
ら
豊
見
城
I
C
間

（
L
＝
三
・
九
　
）
が
供
用
（
図
三
）
し
た
こ

と
に
よ
り
、
規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合

が
六
％
か
ら
七
％
に
増
加
し
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合
は
、
全
国
平

均
（
十
三
％
）
の
半
分
程
度
（
図
四
）
で
あ

り
、
今
後
も
那
覇
空
港
自
動
車
道
や
名
護
東

道
路
等
の
早
期
供
用
に
向
け
た
整
備
や
、

I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
通
行
料

金
低
減
施
策
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
「
都
市
部
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
道
づ

く
り
」
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
一
つ
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
那
覇
都
市
圏
を
中
心
と

し
た
県
内
の
都
市
部
で
は
、
朝
・
夕
を
中
心
と

し
た
渋
滞
発
生
が
顕
著
（
図
五
）
で
あ
り
、
県

内
の
様
々
な
活
動
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
は
、
全
国
的
に
み
て
も
渋
滞
の
激
し

い
地
域
で
あ
り
、
道
路
一
　
当
た
り
の
渋
滞

損
失
時
間
は
全
国
平
均

の
二
倍
以
上
で
、
東
京
都
、

大
阪
府
等
に
つ
い
で
全

国
六
番
目
で
す
（
表
二
）
。

　
平
成
十
五
年
三
月
に

全
線
二
車
線
で
供
用
し

た
石
川
バ
イ
パ
ス
、
平
成

十
五
年
四
月
に
供
用
し

た
那
覇
空
港
自
動
車
道（
南

風
原
I
C
〜
豊
見
城
I
C
）
、

読
谷
道
路
（
部
分
暫
定
二

車
線
）
、
平
成
十
五
年
八

月
に
開
業
し
た
沖
縄
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
に
よ
り
、

渋
滞
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
区

間
に
お
い
て
は
、二
十
三
・

四
百
万
人
時
間
／
年
か

ら
二
十
二
百
万
人
時
間

／
年
と
一
・
四
百
万
人
時

間
／
年
（
約
六
％
）
減
少

し
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
交
通
量
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
多
く
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
り
、
今
後
も
渋
滞

損
失
時
間
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
効
率
的
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
新
た

な
課
題
個
所
の
早
期
抽
出
、
交
通
特
性
の
把

握
に
努
め
、
渋
滞
損
失
の
大
き
い
個
所
か
ら
、

バ
イ
パ
ス
整
備
等
の
抜
本
的
対
策
や
交
差
点

改
良
、
ソ
フ
ト
施
策
等
の
短
期
的
対
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

�

　
E
T
C
※
５

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
料

金
所
渋
滞
緩
和
、
環
境
負
荷
の
低
減
効
果
が

図
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
に
沖
縄
自
動

車
道
の
全
I
C
に
E
T
C
料
金
所
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
E
T
C
利
用
率
は
、
一
・
０
％

か
ら
一
・
六
％
（
図
六
）（
全
国
最
下
位
）
ま
で

し
か
上
が
ら
ず
、
目
標
値
の
五
％
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
E
T
C
車
載
器
を
設
置
し
な
い
理
由
と
し

て
、
　
車
載
器
の
金
額
が
高
い
か
ら
（
四
一
％
）
、

　
手
続
き
が
面
倒
だ
か
ら
（
二
六
％
）
、

　
割
引
率
が
低
い
か
ら
（
二
一
％
）
、

　
利
用
頻
度
が
少
な
い
か
ら
（
十
二
％
）
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
E
T
C
利
用
率
を
高
め
る
施
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
交
差
点
改
良
な
ど
の
交
通
安
全
事
業
を
実

施
し
た
個
所
に
つ
い
て
は
、
死
傷
事
故
件
数

は
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
体
の
死

傷
事
故
件
数
は
、
前
年
に
比
べ
て
約
六
％
増

加
（
図
七
）
し
た
た
め
、
死
傷
事
故
率
は
、
目
標

値
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
死
傷
事
故
率
、死
傷
事
故
件
数
が
高
い
区
間
、

個
所
（
図
八
）
に
お
い
て
、
事
故
の
発
生
状
況
・

原
因
を
整
理
し
、交
通
管
理
者
と
連
携
を
図
り
、

死
傷
事
故
の
削
減
に
向
け
た
事
業
を
重
点
的

に
進
め
ま
す
。
短
期
的
対
策
と
し
て
、
交
差
点

改
良
や
滑
り
止
め
舗
装
等
の
交
通
安
全
事
業

と
、
中
長
期
対
策
と
し
て
、
中
央
分
離
帯
や
右

折
レ
ー
ン
等
が
設
置
さ
れ
た
バ
イ
パ
ス
の
整

備
等
の
改
築
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
平
成
十
六
年
度
は
、
平
成
十
五
年
度
の

達
成
度
の
結
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
中

期
（
平
成
十
九
年
度
）
目
標
で
あ
る
目
標
値

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
終
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
で
あ
る「
利

用
者
満
足
度
」
の
向
上
に
向
け
て
、
道
路
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
（
Ｃ
Ｓ
調
査
※
６

、
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
※
７

等
）
に
努
め
ニ

ー
ズ
に
対
す
る
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
沖
縄
ら
し
さ
」
、「
観
光
」
、「
離
島
」
等
沖

縄
の
特
性
を
生
か
し
た
道
路
整
備
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
６�

�

　
達
成
度
報
告
書
・
業
績
計
画
書
に
つ
い
て
は
、

八
月
三
十
一
日
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
て
意
見
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
、

道
路
行
政
の
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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